
1 はじめに
マツタケ菌糸を液体培養する際に，ポリエチレ
ンテレフタレート(PET)製の不織布を菌糸の担体
として培地中へ投入すると，菌糸の生長が速くな
る(成松，2006)．菌糸の培養効率をさらに向上さ
せるために，異なる担体を用いて液体培養を行
い，担体による菌糸体の形状，重量の違いを検討
した．

2 材料と方法
培地組成，接種方法等は成松(2006)によった．
担体として,いずれもPET製で目開きが異なる4種
類のメッシュ(PT1~4)と不織布(PT5，従前の担

体)，材質はPETに類似し形状が異なるポリプロピ

レン製シート(PP)，PTとは材質，形状が異なる

テフロン製シート(TF)を用いた(表1)．いずれも

8cm×8cmに裁断し，容器あたり1枚を投入した．
無処理区では担体を用いなかった．反復数は各条
件5個とした．容器あたり5.7mg(乾重量)のマツタ

ケ菌糸を接種し，24℃で35日間培養した後，形成
された菌糸体の形状の観察と乾燥重量の測定を
行った．
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3 結果
菌糸体の形状：PT1~PT3(写真1，2)，PT5(写真4)，
無処理区では，マット状の菌糸体により担体の全面
が覆われたが，PT4では担体の一部が露出した(写

真3)．一方，PPではマット状の菌糸体は形成され
ず、独立した菌糸体が形成された(写真5)．また，
PPと同様にシート状のTFでは，担体の中央部では
粒状の，周縁部ではマット状の菌糸体が形成された
(写真6)．
菌糸体の重量：最大値は3.2mg/cm2(PT4)，最小値は

1.6mg/cm2(PP)であった(表1)．材質，形状が同一で

あるPT1～PT5において，菌糸体重量に有意な差は

認められなかった．一方，PPと無処理区では，それ
らに比べて菌糸体重量が有意に小さかった．また，
PPとTFを比較すると，TFが有意に大きかった．

4 おわりに
　マツタケ菌糸の液体培養において，担体の材
質，形状，比表面積により，形成される菌糸体が質
的，量的に異なることが明らかになった．菌糸体の
形成過程の解明は今後の課題としたい.
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表1.　各条件における菌糸体重量の平均値

アルファベットの異なる値の間には，p<0.01で有意差が認められた


